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特
集

この まちを支える人たち
　日々の暮らしが成り立っているのは、決して“目立たないけれど重
要な仕事”のおかげ。そんな「このまちの“縁の下”を支える人」たちに
スポットを当てた特集です。
　今回は、南丹市消防団の野中団長にお話をお聞きしました。

南
丹
市
消
防
団
　
団
長

野
中
　
大
樹
　
氏

　

平
成
11
年
に
園
部
町
消
防
団
に
入

団
。
長
年
に
わ
た
り
現
場
活
動
・
団
員

育
成
に
尽
力
し
、
園
部
支
団
長
、
副
団

長
を
歴
任
。
令
和
2
年
よ
り
団
長
に
就

任
。

　

豊
富
な
現
場
経
験
と
的
確
な
判
断
力

で
全
団
員
を
統
率
し
、
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
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この まちを支える人たち
入
団
の
経
緯
と
背
景

　
地
元
消
防
団
で
欠
員
が
出
た
際
、
団
員
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
た
の
が
消
防
団
へ
の
入
団
の
き
っ

か
け
で
す
。
最
初
は
い
ち
団
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
班
長
の
代
理
で
出
席
し
た
会
議
で

救
命
講
習
の
話
題
が
出
ま
し
た
。
自
身
が
先
頭
に

立
っ
て
消
防
団
に
救
命
講
習
の
重
要
性
を
訴
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
こ
と
が
転
機
と
な

り
、
現
在
は
団
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
内
容

　
消
防
団
の
主
な
活
動
は
、
火
災
時
の
消
火
活
動

だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時
の
対
応
や
救
命
活
動
、

予
防
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
幹
部
団
員

は
様
々
な
現
場
で
適
切
な
判
断
が
下
せ
る
よ
う

に
、
日
頃
の
訓
練
や
研
修
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　
消
防
署
に
は
常
に
職
員
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
勤

務
交
代
や
救
急
な
ど
他
の
業
務
も
あ
り
ま
す
の

で
、
消
防
署
の
職
員
全
員
が
災
害
現
場
に
出
動
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
規
模
火
災
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
消
防
団

員
の
約
1
、
2
0
0
人
と
い
う
人
数
が
特
に
大
き

な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
地
域
に
住
ま
い
、
危
険
箇

所
な
ど
を
熟
知
し
て
い
る
こ
と
、
地
域
の
方
と
顔

の
見
え
る
関
係
で
あ
る
こ
と
も
災
害
時
の
大
き
な

強
み
で
す
。

地
域
貢
献
と
団
員
の
意
識

　
消
防
団
員
は
本
業
と
両
立
し
な
が
ら
活
動
し
て

お
り
、
そ
の
背
景
に
は「
地
域
の
こ
と
は
自
分
た

ち
で
守
る
」と
い
う
強
い
責
任
感
と
、
ふ
る
さ
と

へ
の
深
い
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
か
ら
の「
ご
苦
労
さ
ま
」

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」と
い
っ
た
感
謝
の
言
葉

や
、
身
近
で
頼
れ
る
存
在
と
し
て
の
信
頼
が
、
団

員
た
ち
の
大
き
な
励
み
と
な
り
、
日
々
の
活
動
を

支
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
直
面
し
て
い
る
課
題

　
現
在
の
最
大
の
課
題
は
、
団
員
の
減
少
と
高
齢

化
で
す
。
若
者
が
進
学
や
就
職
に
よ
り
市
外
に
出

る
こ
と
で
新
た
な
人
材
確
保
が
難
し
く
な
り
、
団

員
一
人
あ
た
り
の
負
担
が
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
団
員
で
あ
る
従
業
員
が

在
籍
し
、
従
業
員
の
勤
務
時
間
中
の
出
動
に
関
し

て
理
解
の
あ
る
企
業
へ
の
支
援
策
や
、
よ
り
使
い

や
す
い
資
機
材
の
導
入
な
ど
、
国
と
京
都
府
と
南

丹
市
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
円
滑
な
連
携
を
図
る
に
は
、

団
員
同
士
の
信
頼
関
係
や
チ
ー
ム
意
識
が
重
要
で

す
。
技
術
だ
け
で
な
く
人
間
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
育
成
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
と
展
望

　
若
い
世
代
や
企
業
勤
め
の
方
へ
消
防
団
へ
の
入

団
を
促
す
と
と
も
に
、「
か
っ
こ
い
い
」「
ク
リ
ー

ン
」な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
で
入
団
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、実
地
訓
練
に
加
え
て
、地
図
を
使
っ
た
机

上
訓
練
も
対
応
力
と
連
携
力
を
強
化
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
資

機
材
の
整
備
や
処
遇
改
善
に
も
取
り
組
み
、
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
た
チ
ー
ム
づ
く
り
で
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
達
が
将
来「
入
団
し
た
い
」「
一
緒
に

活
動
し
た
い
」と
思
え
る
消
防
団
を
目
指
し
ま
す
。

未
来
の
消
防
団
員
に
ひ
と
こ
と

　
消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
も
地
域
の
火

災
、
救
急
、
救
助
、
予
防
活
動
に
従
事
す
る
、
非

常
に
や
り
が
い
の
あ
る
組
織
で
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
緊

張
感
と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
仲
間
と
の
連
帯
感

は
、
実
際
に
経
験
し
て
こ
そ
得
ら
れ
る
貴
重
な
も

の
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、ま
ず
は
市
役
所
の
危
機
管

理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
消
防
団
員
は

消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
地
域
で
頑
張
る
消
防
団
員
の
姿
を
通

じ
て「
か
っ
こ
い
い
消
防
団
」を
感
じ
て
み
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
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„
脱
炭
素
＂っ
て

ど
う
い
う
意
味
？

　
ま
ず
は
、
最
近
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
で
も
耳
に

す
る「
脱
炭
素
」
っ
て
そ
も
そ
も
何
な
の
で

し
ょ
う
か
？

　
「
脱
炭
素
」と
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で

あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
い
う„
実
質
＂ゼ
ロ
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
と
い
う
と
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動

を
続
け
る
な
か
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

完
全
に
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
排
出
量
を
削
減
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
森

林
を
再
生
す
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

量
を
増
や
し
、
排
出
量
と
吸
収
量
を
均
衡
さ

せ
て
合
計
ゼ
ロ
の
状
態
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
各
国
で

２
０
５
０
年
に
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
と

い
う
目
標
を
掲
げ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
や
太
陽
光
発
電
の
導
入
、
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
実
用
化
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

みんなではじめる
  ゼロカーボンシティ
地域資源循環・地域経済循環

　南丹市では、2030年度まで
に2013年度比で温室効果ガス
排出量を50%削減を、また、脱
炭素基盤を持続拡大し、2050
年にゼロカーボンを実現を目指
しています。
※�南丹市は令和5年1月4日に「ゼ
ロカーボンシティ」の実現に向
け取り組むことを宣言してい
ます。

2050年までに
温室効果ガス排出量を
実質ゼロにする!

南丹市の脱炭素の取り組みとは？

地域脱炭素フォーラム2025in神戸
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南丹市の脱炭素の取り組みとは？

　５月25日に開かれたこのフォーラムは、政府と各地域、企
業が連携して「脱炭素」に取り組むために環境省が開いたもので
す。今回の会場となった神戸国際会議場では、自治体や民間企
業とのパネルディスカッションが行われ、南丹市は脱炭素の取
り組みを紹介しました。

▲薪ストーブ ▲薪のストック ▲木質バイオマスボイラー

地域脱炭素フォーラム2025in神戸

▶
参
加
自
治
体
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン「
脱
炭
素
と
地
域
課
題
の
同
時

解
決
に
向
け
て
」

南丹市地域脱炭素重点
対策加速化事業補助金

自家消費型の太陽光発電設備
（住宅・事業所）
【住宅】70,000円／kW（上限
5kW　350,000円）
【事業所】50,000円／kW（上限
50kW2,500,000円）

蓄電設備（住宅）
補助対象経費の1/3以内の額
※�1kWhあたりの補助対象経費は、
141,000円（工事費込み、税別）（上
限6kWh）

薪ストーブ（住宅・事業所）
設備費用の2/3以内（500,000
円を限度とし、オプション設備
および設置に関する工事費を除
く。）
ただし、本市の区域内で生産さ
れた木材を使用する設備である
こと。

※�予算額に達した時点で募集を
終了します。

南
丹
市
の
取
り
組
み

　

南
丹
市
で
は
、
環
境
省
の「
地
域
脱
炭
素

移
行
・
再
エ
ネ
推
進
事
業（
重
点
対
策
加
速

化
事
業
）」に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
５
か

年
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
設
備
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
熱
利
用
な
ど
の
導
入
を
促
し
、
防

災
面
で
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
ほ

か
、
南
丹
市
産
木
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
地

域
資
源
循
環
や
地
域
経
済
循
環
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
環
境

教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
さ
れ
た
住
宅
で
発
生
す
る
余
剰
電

力
を
南
丹
市
が
出
資
す
る
新
電
力
会
社
が
買

い
取
り
、
市
内
の
小
中
学
校
で
使
用
す
る
取

組
も
進
め
て
い
ま
す
。
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　5月18日、すぱーく園部および園部海洋
センターにて「南丹市スポーツ体験デー」が
開催されました。
　当日は5歳から85歳までの幅広い世代が
参加し、ボッチャ・モルックといったチー
ムスポーツやヨガ等を体験。スポーツを通
じて自然と会話も生まれ、世代を超えたふ
れあいや笑顔が会場に広がりました。
　体を動かす楽しさを改めて実感するとと
もに、日々の生活における健康づくりへの
関心を高めるきっかけにもなりました。

　南丹市は5月28日、園部インターチェン
ジ北地区での産業団地整備に向け、官民連
携協定を締結しました。
　協定は市、事業協力者のジオプランナー
ズ株式会社、地元の桐ノ庄郷振興会の三者
によって交わされ、市として初めての官民
連携による産業団地整備事業となります。
　地域の意見を取り入れながら企業誘致や
定住促進を推進し、地域の活性化と持続可
能な発展を目指す取り組みが本格的に始動
します。

官
民
連
携
で
産
業
団
地
整
備

園
部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業
地
域
連
携
協
定
調
印
式

▲左から…中川会長、西村市長、橋本社長

　５月31日（土）、京都るり渓温
泉を会場に「第７回南丹市スポー
ツ少年団レクリエーション交流
会」が開催されました。
　市内のスポーツ少年団に所属す
る小学生約150名が参加し、豊
かな自然に囲まれた環境の中で、
バーベキューやレクリエーション
を満喫。チームに分かれて行った
オリエンテーションや様々な遊び
を通じて、団の枠を超えた交流が
生まれました。
　普段は顔を合わせることの少な
いこどもたちもすぐに打ち解け、
元気いっぱいの笑顔があふれる一
日となりました。

遊
ん
で
食
べ
て
友
情
育
む

第
７
回
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会

▲スタッフ含む参加者集合写真

▲自由時間に遊具で遊ぶ参加者

▲モルックを楽しむ参加者

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
体
験
デ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
広
が
る
交
流
の
輪
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ご
み
ゼ
ロ
街
頭
啓
発

ご
み
ゼ
ロ
啓
発
で
環
境
守
ろ
う

▲熱い戦いを繰り広げる参加者

　1988年の京都国体を機に始まった
「京都美山サイクルロードレース」の最
終大会が、5月31日から6月1日にかけ
て開催され、延べ1,100人を超える選
手が出場しました。
　小学生から大人までが美山の自然豊
かなコースを力強く走り抜け、沿道で
は地域住民や観客が声援を送り大会を
盛り上げました。
　長い歴史に幕を下ろした美山ロード
は、多くの人々の記憶に残る大会とな
りました。

ラ
ス
ト
レ
ー
ス
駆
け
抜
け
る京

都
美
山
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　南丹市の環境を守り育てる会と南丹
市は、５月30日、京都府が定める環
境月間に合わせ「ごみゼロ街頭啓発」を
実施しました。
　これは、環境基本法で定められた
「環境の日」（5月30日）を含む6月を環
境月間とし、ごみの分別や減量、再資
源化などの普及啓発を目的としたもの
で、チラシ配布や声掛けを行い、市民
一人ひとりが環境保全に取り組む重要
性を訴えました。

▲豪雨による地すべり箇所のパトロール

　５月30日、南丹市内において防災
パトロールが実施され、南丹市、京都
府、警察署、消防署、消防団が参加し
ました。
　今年は園部2ヶ所を巡回し、パト
ロール後には各機関の担当者が災害時
の対応や情報共有の体制について確認
を行い、今後の連携強化に向けた意見
が交わされました。
　地域住民の命と暮らしを守るため、
現場に即した防災体制の充実と日頃か
らの備えの大切さが改めて認識される
機会となりました。

現
地
視
察
で
災
害
に
備
え
る

令
和
７
年
度
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

▲農芸高校の生徒から植え方を教わる園児たち

　6月5日、園部町城南町で「さつまい
も栽培体験」が開催されました。
　本事業は、一般社団法人京都丹波も
んの主催により、南丹市、地元住民、
学校が連携して実施する産官学民協働
の取り組みで、農芸高校の生徒と地元
農家の協力のもと、園部町内の園児
たちがさつまいもの苗を植え付けまし
た。
　子どもたちは土に触れ、地域の人々
と交流する中で、食や農への関心、自
然への感謝の心を育んでいました。

地
域
で
育
て
る
食
の
学
びさ

つ
ま
い
も
栽
培
体
験　
芋
苗
植
え
付
け

▲街頭啓発実施の様子
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最
中
が
有
名
な
仙
太
郎
の
工
場
も
あ

り
ま
す
。

　
神
吉
下
区
で
は
一
昨
年
か
ら「
集
落
支

援
事
業
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
募
り
、「
神
吉
は
自
然
・

環
境
が
い
い
」等
、
多
く
の
意
見
も
で
ま

し
た
。
３
カ
年
計
画
と
し
て「
花
い
っ
ぱ

い
の
神
吉
」「
花
で
育
て
る
地
域
の
絆
」

を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
公
民

館
に
プ
ラ
ン
タ
ー
や
周
辺
の
空
地
に
芝

桜
を
植
栽
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
82
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
八
木
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

30
世
帯
1
0
6
人
が
暮
ら
す
神
吉
下

区
は
、
高
齢
化
率
50
％
の
限
界
集
落
で

す
。
神
吉
地
区
は
海
抜
3
6
0
m
。
八

木
駅
か
ら
は
15
分
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
は
、
何
と
言
っ
て
も
そ

の
豊
か
な
自
然
と
農
業
で
す
。
広
大
な

農
地
と
美
し
い
山
々
、そ
し
て
四
季
折
々

の
自
然
の
移
ろ
い
を
満
喫
で
き
る
こ
と

が
魅
力
で
す
。
ま
た
、
米
と
京
野
菜（
特

に
水
菜
）は
、
高
地
栽
培
で
と
っ
て
も
美

味
し
い
で
す
。
さ
ら
に
、
氷
室
や
阿
祇

園
寺
な
ど
の
旧
跡
も
あ
り
、
日
本
で
最

初
に
チ
ン
チ
ン
電
車
を
走
ら
せ
た
高
木

文
平
翁
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
子
ど
も
を
含
む
多
く
の
区
民

が
参
加
し
て
寄
せ
植
え
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
芝
桜
の
植
栽
を
下
区
公
民
館

周
辺
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
は

小
粒
で
す
が
美
し
く
咲
き
ま
し
た
。

　
来
年
開
催
の「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

in
京
都
丹
波
」プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

国
道
4
7
7
号
線
沿
い
に
パ
ン
ジ
ー
等
の

プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
好
評
の
寄

せ
植
え
会
を
夏
、
冬
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
神
吉
出
身
の
偉
人
・

高
木
文
平
翁
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
は
続
き
ま
す
が
神
吉
の
自

然
、
風
景
、
空
気
に
誘
わ
れ
て
若
者
も

就
農
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
住
者
に
よ
っ

て
音
楽
ス
タ
ジ
オ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
開

か
れ
ま
し
た
。地
域
の
自
然
を
守
り
、「
風

の
市
」の
復
活
な
ど
で
地
域
外
の
方
と
交

流
を
深
め
、
住
民
が
元
気
で
楽
し
い
暮

ら
し
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
天
空
の
里　
神
吉

「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
」

花
で
育
て
る
地
域
の
絆

▲地域再生計画

府立植物園勉強会
高地の神吉に適した花を研
究する為、府立植物園で勉
強会を実施しました。

「高木文平翁」勉強会
電気王と言われ、チンチン電車
を日本で最初に走らせました。
「伏見チンチン電車の会」代表に
お話頂きました。

寄せ植え会

府道京都日吉美山
線から地蔵山が正
面に見え絶景です

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
集
落
支
援
員
室

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

集
落
支
援
員
合
同
報
告
会

　
令
和
７
年
９
月
27
日（
土
）13
：
30
～

　
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
コ
ス
モ
ホ
ー
ル

▲高木文平翁仮住まい宅の
もみじ

▲阿祇園寺の
銀杏

▲芝桜が満開にな
りました
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令
和
７
年
度
、
八
木
西
小

学
校
は
1
3
7
名
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
全
学
年
が
一

ク
ラ
ス
の
小
規
模
校
で
す
。

そ
の
た
め
、
他
学
年
と
の
つ

な
が
り
が
深
く
、
と
て
も
温

か
い
学
校
で
す
。
他
学
年
と

の
つ
な
が
り
と
し
て
は
、
主

に「
フ
レ
ン
ド
班
」や「
人
権
集

会
」と
い
う
２
つ
の
活
動
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
フ
レ
ン
ド
班
」と
は
、
異
年
齢
集

団
の
こ
と
で
、
各
班
に
全
学
年
の
児

童
が
い
ま
す
。
こ
の
班
に
分
か
れ
て

毎
年
、「
城
山
登
山
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
城
山
登
山
で
は
、
高
学

年
が
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
フ
レ
ン

ド
班
を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
年
が
低
学
年
に
優
し
く
声
か
け

を
す
る
姿
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し

た
。
下
の
学
年
の
子
に
優
し
く
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
八
木
西
小
の

良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
学
年
に
関
係
な
く
協
力
し
、

助
け
合
え
る
環
境
を
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
「
人
権
集
会
」は
、
人
権
委
員
会
の

児
童
が
中
心
に
な
り
活
動
し
て
い
ま

す
。
朝
の
全
校
集
会
の
時
間
を
使
っ

て
、
人
権
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、

互
い
の
良
い
と
こ
ろ
に
気
付
け
る
機
会

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
全
校
集
会
で
人
権
と

は
何
か
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
図
り
、

「
ぽ
か
ぽ
か
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」と
い
う
活

動
を
全
校
児
童
で
取
り
組
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
年
間
を
通
し

て
行
う
も
の
で
、
大
き
く
４
つ
の
期
間

に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
人

権
委
員
会
で
話
し
合
っ
て
決
め
た
活
動

内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
一
つ
の
活
動
を
全
校
児
童
で
取

り
組
む
こ
と
で
互
い
の
考
え
に
気
付
き
、

誰
か
の
た
め
に
素
直
に
頑
張
れ
る
児
童

の
姿
が
増
え
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
令
和
七
年
度
も「
ふ
れ

あ
っ
て　
未
来
に
輝
く　
八
木
西
っ
子
」

を
目
指
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
丹
市
立
八
木
西
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
宮み
や
田た　
学
ま
な
ぶ

111
「ふれあって未来に輝く八木西っ子」

—第98回—
消費生活情報

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
商
工
観
光
課
）

お気軽にご相談ください

個
人
情
報
を
聞
き
出
す

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
！

●
国
の
行
政
機
関
や
電
話
会
社
な
ど

を
か
た
る
、
自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

を
使
っ
た
不
審
な
電
話
に
関
す
る
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

★★  

ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
こ
と
助
言  

★★

事例  自宅の固定電話に国の行政機関を名乗り
「これから２時間後に通信
できなくなる」という電話
がかかってきた。非通知
設定からの着信だった。突
然通信できなくなることは
ないはずなので、明らかに
おかしい。国の行政機関を
かたっていると思い電話
を切ったが、情報提供した
い。（70歳代）

直
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う

●
行
政
機
関
や
電
話
会
社
か
ら
、
電

話
を
停
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自

動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を

使
っ
て
連
絡
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

●
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

家
族
に
も
伝
え
て
、
と
も
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
住
所
、
氏
名
な
ど
を
尋
ね
ら
れ
て

も
伝
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
銀
行
口
座
、

暗
証
番
号
な
ど
は
、
絶
対
に
伝
え
な

い
で
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
の
対
策
が
大
切

●
非
通
知
や
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の

電
話
に
は
普
段
か
ら
慎
重
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓

口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(独)国民生活セン
ター「見守り新鮮
情報」から
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令
和
７
年
度
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
の
提
出
に
つ
い
て

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方（
全
額
支
給
停
止
と
な
っ

て
い
る
方
も
含
み
ま
す
。）は
、
毎

年
１
回
８
月
に
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
に
よ
っ
て
11
月
分

以
降
の
受
給
資
格
を
審
査
し
ま

す
。
対
象
者
に
は
必
要
書
類
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
を
２
年
間
続
け
て
提
出

さ
れ
な
い
と
、
手
当
を
受
け
る
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
間
　
８
月
１
日（
金
）

～
９
月
１
日（
月
）

●
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分

●
提
出
場
所
　
こ
ど
も
家
庭
課
ま

た
は
各
支
所
総
務
課

問
こ
ど
も
家
庭
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

南
丹
市
こ
ど
も
食
費
応
援
給
付
金

の
ご
案
内

●
支
給
額
　

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
：

８
，
０
０
０
円

平
成
25
年
４
月
２
日
～
令
和
７
年

６
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
：

５
，
０
０
０
円

●
対
象
者
　
平
成
19
年
４
月
２
日

～
令
和
７
年
６
月
１
日
生
ま
れ
の

児
童
を
養
育
す
る
保
護
者（
児
童

及
び
保
護
者
は
令
和
７
年
６
月
１

日
時
点
で
南
丹
市
に
住
所
を
有
す

る
者
に
限
る
。）

※
対
象
者
の
方
に
は
封
書
に
て
案

内
済
み
で
す
。
申
請
が
必
要
な
方

は
お
早
め
に
申
請
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
申
請
期
限
　
９
月
30
日（
火
）

問
こ
ど
も
家
庭
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

令
和
７
年
度
母
子
家
庭
人
間
ド
ッ

ク
の
実
施
に
つ
い
て

●
実
施
時
期
　
令
和
８
年
１
月
～

令
和
８
年
３
月（
平
日
の
午
前
中
）

●
場
所
　
京
都
第
一
赤
十
字
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー

●
費
用
　
無
料（
別
途
、
検
査
項

目
に
よ
り
、
受
診
者
負
担
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
対
象
　
①
母
子
家
庭
の
母
親

（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
満
30

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
令
和

７
年
４
月
１
日
時
点
で
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
）

②
昨
年
度
同
事
業
を
受
診
し
て
い

な
い
人

●
申
込
方
法
　
８
月
29
日（
金
）必

着
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
南
丹
保
健
所
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
１

心
身
障
害
児
者
年
金
申
請
の
お
知

ら
せ

　
心
身
障
が
い
者
を
扶
養
す
る
方

に
年
金（
激
励
金
）を
支
給
し
ま

す
。

●
助
成
金
額
　
年
額
２
万
円

●
申
請
方
法
　
８
月
15
日（
金
）ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
介
護
者
激

励
金
申
請
の
お
知
ら
せ

　
重
度
身
体
障
が
い
者
を
在
宅
で

介
護
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
激

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
助
成
金
額
　
年
額
６
万
円

●
申
請
方
法
　
８
月
１
日
以
降
に

民
生
委
員
の
証
明
を
受
け
て
い
た

だ
き
、
８
月
29
日（
金
）ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

令
和
７
年
度
特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方（
支
給
停
止
と
な
っ

て
い
る
方
も
含
む
。）は
毎
年
１
回

前
年
の
所
得
や
あ
な
た
と
児
童
の

状
況
に
つ
い
て
の
届
出
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
の
方

へ
は
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ

い
。

※
２
年
間
続
け
て
届
出
を
し
な
い

と
き
は
、
手
当
を
受
け
る
資
格
を

喪
失
し
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

●
提
出
期
間
　
８
月
12
日（
火
）

～
９
月
11
日（
木
）

●
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分

●
提
出
場
所
　
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
総
務
課

問
社
会
福
祉
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら
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老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
ご
案
内

　
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
対

象
者
に
、
入
院
・
通
院
な
ど
に
か

か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一

部
を
南
丹
市
が
助
成
す
る
制
度
で

す
。
７
月
は
更
新
月
で
す
。

●
対
象
者
　
南
丹
市
在
住
の
65
歳

以
上
70
歳
未
満
の
方
で
、
原
則
、

所
得
税
非
課
税
世
帯
の
方（
申
請

前
に
、
所
得
税
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。
収
入
が
な
い
方
も
市
府

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
）

●
継
続
の
対
象
者
　
手
続
き
は
不

要
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で

き
る
受
給
者
証
を
７
月
中
に
郵
送

し
ま
す
。（
新
し
い
証
が
届
か
な

い
方
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。）

●
新
規
の
対
象
者
　
新
た
に
対
象

と
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
健
康
保

険
被
保
険
者
証（
写
）・
印
鑑

●
申
請
場
所
　
高
齢
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
窓
口（
審
査
の
上
、
後

日
結
果
を
通
知
し
ま
す
。）

●
一
部
負
担
金
限
度
額
認
定
証
　

窓
口
支
払
い
時
に
限
度
額
を
適
用

で
き
ま
す
。
必
要
な
方
は
窓
口
で

別
途
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金

　
今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
尊
い

犠
牲
に
思
い
を
向
け
、
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
国
か
ら

戦
没
者
等
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
　
令
和
７
年
４
月

１
日（
基
準
日
）に
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が

い
な
い
遺
族
の
中
で
、
支
給
順
位

（（
１
）
～（
４
））の
高
い
人
１
人

を
対
象
に
支
給

●
支
給
順
位

（
１
）弔
慰
金
の
受
給
権
者（
配
偶

者
な
ど
）

（
２
）戦
没
者
の
子

（
３
）戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹

（
４
）戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
で
、
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
人

●
支
給
内
容
　
額
面
27
万
５
千
円

（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

●
請
求
方
法
　
令
和
10
年
３
月
31

日
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
相
談
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

国
民
年
金
保
険
料　
納
付
免
除
・

猶
予
申
請
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

免
除
・
猶
予
申
請
が
可
能
で
す
。

　

令
和
７
年
度
分（
令
和
７
年
７

月
分
か
ら
令
和
８
年
６
月
分
ま

で
）の
申
請
が
市
民
課
ま
た
は
年

金
事
務
所
で
手
続
き
が
で
き
ま

す
。

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

定
額
減
税
補
足
給
付
金（
不
足
額

給
付
）に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
に
実
施
の
定
額
減

税
補
足
給
付
金（
当
初
調
整
給
付
）

に
お
い
て
、
支
給
額
に
不
足
が
生

じ
た
方
に
、
不
足
額
を
支
給
す
る

定
額
減
税
補
足
給
付
金（
不
足
額

給
付
）事
業
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
及
び
扶
養
親
族
等

と
し
て
定
額
減
税
対
象
外
で
あ

り
、
低
所
得
世
帯
向
け
給
付
金
の

対
象
者
で
は
な
か
っ
た
方
も
本
事

業
の
対
象
と
な
る
予
定
で
す
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
８
月
以

降
に
支
給
に
関
す
る
関
係
書
類
を

お
送
り
す
る
予
定
で
す
。
届
き
ま

し
た
ら
ご
確
認
の
う
え
、
必
要
な

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
手
続
き
方
法
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
、
内
容
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
２

献
血
・
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
採
血

に
よ
る
献
血
と
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
８
月
26
日（
火
）

午
前
10
時
～
11
時
15
分

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６
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納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
９
月
１
日（
月
）納
期
限
〉

・
市
府
民
税
・
森
林
環
境
税（
普

通
徴
収
）第
２
期
分　
　

問
税
務
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

・
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
２

期
分

問
市
民
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
介
護
保
険
料
第
３
期
分　
　
　

問
高
齢
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
等
８
月
分　

・
保
育
所
延
長
保
育
料
７
月
分

・
一
時
保
育
料
７
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
７
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
８
月
分　
　

問
都
市
計
画
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
８
月
分

問
学
校
教
育
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
８

月
分　
　

問
社
会
教
育
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

令
和
７
年
度
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
実
施
に
つ
い
て

　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
認
定
す
る
た
め
に
国

が
行
う
試
験
で
す
。
合
格
さ
れ
た

方
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
得

ら
れ
ま
す
。

●
試
験
期
日
　
10
月
16
日（
木
）

願
書
受
付　

６
月
30
日（
月
）
～

８
月
29
日（
金
）

問
学
校
教
育
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
伴
う
交
通
規
制

に
つ
い
て

　
８
月
16
日（
土
）正
午
か
ら
南
丹

市
園
部
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
周

辺
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と

に
伴
い
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
車
両
の
通
り
抜
け
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

①
園
部
公
園
線

②
園
部
高
校
こ
む
ぎ
山
線　
ほ
か

問
商
工
観
光
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
１
０
０
８

人
材
募
集

令
和
７
年
度

南
丹
市
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度（
令
和
８
年
度
採

用
）の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

●
受
付
期
限
　
８
月
21
日（
木
）

午
後
４
時
30
分
ま
で

●
試
験
日
　

・
一
般
事
務　

第
１
次
試
験　

９
月
20
日（
土
）、

21
日（
日
）

・
専
門
職（
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
・
技
師
）

第
１
次
試
験　
10
月
19
日（
日
）

●
要
項
配
布
場
所
　
市
役
所
１
号

庁
舎
３
階　
人
事
課

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
人
事
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
８

京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
消
防
職

員
募
集

　

京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
で

は
、
令
和
７
年
度
職
員
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
限
　
８
月
14
日（
木
）ま

で●
試
験
日

・
初
級　
９
月
28
日（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

・
上
級　
９
月
７
日（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

問
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
総
務
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
２
－
９
５
８
０

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験
に
関
す
る

ご
案
内

●
日
時
　
平
日
営
業
時
間
内

●
場
所
　
亀
岡
募
集
案
内
所

●
内
容
　
自
衛
官
の
仕
事
と
生
活

及
び
採
用
種
目
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

●
対
象
　
学
生
・
一
般
・
保
護
者

の
方
等
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

問
自
衛
隊
亀
岡
募
集
案
内
所

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
４
－
４
１
７
０

くわしくは
こちら

職員採用試験
くわしくはこちら

職員採用試験
くわしくはこちら
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子
育
て
支
援

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

８
月
事
業
の
お
知
ら
せ

　
事
前
に
来
所
い
た
だ
く
か
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉

●
日
時
　
８
月
１
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
園
部
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

※
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
１
歳

～
）〉

●
日
時
　
８
月
８
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
定
員
　
親
子
40
人
程
度

●
日
時
　
８
月
20
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
子
育
て
講
座
〉

●
日
時
　
８
月
21
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
内
容
　
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ

相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

8月13日、27日
（いずれも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
ＴＥＬ0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 8月12日（火） 13：30～16：00 市役所日吉支所

京都地方法務局園部
支局
ＴＥＬ0771-62-0208

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

弁護士による相談
８月20日（水）
※8月13日（水）まで
に予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
1階相談室 福祉相談課

ＴＥＬ0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 8月26日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
ＴＥＬ0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

8月22日（金）

13：00～15：00

地域活動支援センタ
ー太陽の園

社会福祉課　
ＴＥＬ0771-68-00078月23日（土） そよかぜ美山

8月25日（月） そよかぜ八木
8月26日（火） そよかぜ日吉

く
ら
し

農地なんでも相談 8月8日（金） 9：30～11：30

市役所3号庁舎
2階第5会議室

南丹市農業委員会事
務局
ＴＥＬ0771-68-0067

市役所八木支所
2階会議室
市役所日吉支所
3階第1会議室
市役所美山支所
1階小会議室

無料税務相談
（要予約）

8月7日（木）
13：30～16：30

亀岡商工会議所 園部納税協会
ＴＥＬ0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

8月21日（木） 亀岡商工会議所
8月28日（木） 園部納税協会

行
政
・
法
律

行政相談 8月12日（火） 13：30～15：30 園部文化会館
3階会議室

京都行政監視相談セ
ンター
ＴＥＬ075-802-1100
総務課
ＴＥＬ0771-68-0002

南丹市無料法律相
談会（要予約） 9月9日（火） 13：00～16：00 八木市民センター

会議室3
総務課
ＴＥＬ0771-68-0002
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●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
子
育
て
広
場
水
遊
び
〉

●
定
員
　
親
子
10
組
程
度　
ひ
と

り
で
お
座
り
が
で
き
る
お
子
さ
ん

●
日
時
　
８
月
７
日
、
28
日 　

い
ず
れ
も
木
曜
日　
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
水
着（
水
遊
び
用
パ
ン
ツ
）、
お

む
つ
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
着
替
え

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
環
境
省
に
よ
る
暑
さ
指
数
が
高

い
日
や
、
雷
注
意
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

カ
フ
ェ
よ
っ
と
い
で〈
８
月
〉

「
よ
っ
と
い
で
ミ
ニ
夏
ま
つ
り
」

　
夏
休
み
最
後
の
土
曜
日
、
み
ん

な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
流
し
そ
う
め
ん
大
会
も
あ
り
ま

す
。）

●
日
時
　
８
月
23
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

●
場
所
　
旧
平
屋
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
、
校
庭

●
参
加
費
　
大
人
５
０
０
円
、
中

高
生
３
０
０
円
、
小
学
生
２
０
０

円

●
申
込
方
法
　
８
月
20
日（
水
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
み
や
ま
子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

「
よ
っ
と
い
で
」

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
７
５
－
０
３
５
５

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場

「
ぽ
こ
ぽ
こ
く
ら
ぶ
」（
８
月
）

〈
つ
な
が
り　
ひ
ろ
が
れ　
あ
お

む
し
の
輪
〉【
要
申
込
】

　
８
月
４
日（
月
）午
前
10
時
か
ら

予
約
受
付
開
始

　
親
子
で
お
互
い
の
温
も
り
を
感

じ
、
お
子
さ
ま
の「
今
」の
成
長
を

残
し
ま
せ
ん
か
？

　
絵
の
具
を
使
っ
て
、
お
子
さ
ま

の
か
わ
い
い
手
足
で
、
手
形
・
足

形
ア
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

○
日
吉
ひ
ろ
ば　
９
月
２
日（
火
）

○
園
部
ひ
ろ
ば　
９
月
３
日（
水
）

○
美
山
ひ
ろ
ば　
９
月
４
日（
木
）

○
八
木
ひ
ろ
ば　
９
月
５
日（
金
）

●
時
間
　
午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
３
時

各
ひ
ろ
ば
先
着
５
組　

※
要
予
約（
午
前
の
受
付
優
先
。

午
前
の
予
約
が
５
名
を
超
え
た
場

合
は
、
午
後
も
実
施
し
ま
す
。）

●
参
加
費
　
１
枚
当
た
り
1
，

0
0
0
円（
材
料
費
込
み
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
等
に

て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
殿
田
交
流
セ
ン
タ
ー

（
殿
田
活
力
倍
増
セ
ン
タ
ー
横
）

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）　

※
旧
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校
2
階
多
目

的
室

催
し

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
新
規
参
加
の
方
、
活
動
量
計
や

か
ら
だ
カ
ル
テ
等
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
相
談
、
サ
ポ
ー
ト
を
し

ま
す
。

●
日
程
／
場
所

・
８
月
５
日（
火
）
／
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
美
山
分
室（
南
丹
み
や

ま
診
療
所
の
横
）

・
８
月
６
日（
水
）
／
胡
麻
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

・
８
月
７
日（
木
）
／
園
部
文
化

会
館
３
階
大
研
修
室

・
８
月
８
日（
金
）八
木
市
民
セ
ン

タ
ー
３
階
防
災
ル
ー
ム

●
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

●
内
容
　
概
要
説
明
、
個
別
相
談

●
定
員
　
各
日
20
人

●
申
込
方
法
　
各
実
施
日
の
３
日

前
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

●
持
ち
物
　
初
回
登
録
セ
ッ
ト
、

活
動
量
計
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
ＴＥＬ080-3857-8119　　　
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な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
測
定
会

の
お
知
ら
せ（
日
吉
町
胡
麻
地
区
）

　
「
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会
」主
催

で
月
に
一
回
体
組
成
計
測
定
が
で

き
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　

8
月
15
日（
金
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

●
場
所
　
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ

ー
１
階

●
持
ち
物
　
活
動
量
計
も
し
く

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会

ＴＥＬ
０
８
０
－
５
２
９
０
－
８
９
０
０

園
部
の
丹
波
音
頭
大
踊
り

●
日
時
　
８
月
９
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場
所
　
園
部
町
小
桜
町
区
公
民

館
前

●
対
象
　
南
丹
市
民（
市
外
の
方

も
可
）

問
宍
人
丹
波
音
頭
保
存
会

ＴＥＬ
０
９
０
－
３
７
１
７
－
４
９
０
０

学
び
の
南
丹「
な
ん
た
ん
む
～
び

～
」の
ご
案
内

●
上
映
作
品
　「
怪
盗
グ
ル
ー
の

ミ
ニ
オ
ン
超
変
身
」（
上
映
時
間
：

94
分
）

●
日
時
　
８
月
15
日（
金
）２
回
上

映（
各
回
と
も
30
分
前
開
場
）

午
前
の
部
：
午
前
10
時
～　

午
後
の
部
：
午
後
２
時
～

●
会
場
　
園
部
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル●
定
員
　
各
４
０
０
名（
先
着
順
）

※
当
日
入
場
は
定
員
に
達
し
て
い

な
い
場
合
の
み
可
能
で
す
。

●
入
場
整
理
券
　
８
月
１
日（
金
）

～
８
月
14
日（
木
）に
配
布
。（
１

人
５
枚
ま
で
）

問
社
会
教
育
課　
　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

第
19
回
南
丹
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流

大
会（
兼
府
民
総
体
等
選
考
会
）

●
日
時
　
８
月
23
日（
土
）午
後
７

時
30
分
開
始（
午
後
７
時
受
付
）

●
会
場
　
ア
ル
プ
ラ
ザ
ボ
ウ
ル

●
参
加
資
格
　
18
歳
以
上
の
南
丹

市
在
住
、
在
勤
者（
高
校
生
不
可
）

●
参
加
料
　
１
，
５
０
０
円（
当

日
受
付
に
て
徴
収
。
貸
し
靴
代
は

別
途
必
要
）

●
申
込
方
法
　
８
月
20
日（
水
）午

後
５
時
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

ま
た
は
園
部
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
申

込
書
に
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
南
丹
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

ＴＥＬ
０
９
０
－
４
３
０
３
－
１
４
５
０

胡
麻
の
夏
2
0
2
5
を
開
催
し
ま

す●
日
時
　
８
月
30
日（
土
）

午
後
３
時
～
８
時
30
分

●
場
所
　
Ｊ
Ｒ
胡
麻
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー

●
内
容
　
夜
店
、
ス
テ
ー
ジ
、
盆

踊
り
な
ど

※
会
場
へ
は
な
る
べ
く
乗
り
合
わ

せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
胡
麻
の
郷
活
性
推
進
事
業
会　

夏
祭
り
事
業
部

ＴＥＬ
０
９
０
－
７
３
６
２
－
５
１
３
０

重
陽
の
節
句
に
厄
除
け
の
菊
を
水

引
で
表
現
し
ま
す
。

　
　
　
　

●
日
時
　
８
月
23
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～

３
時

８
月
24
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館
会
議
室

●
参
加
料
　
２
，
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４  

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
お
知
ら

せ〈
夜
間
テ
ニ
ス
教
室
〉

●
日
時
　
９
月
１
日
～
10
月
20
日

ま
で
の
全
８
回（
毎
週
月
曜
日
）午

後
７
時
～
９
時

●
場
所
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
雨
天

時
は
翌
週
に
順
延
）

●
内
容
　
初
心
者
・
初
級
者
向
け

の
テ
ニ
ス
教
室
、
初
め
て
の
方
歓

迎●
参
加
費
　
７
，
０
０
０
円

●
定
員
　
20
名

●
対
象
　
18
歳
以
上

●
申
込
方
法
　
８
月
１
日（
金
）以

降
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

南
丹
市
健
幸
・
食
育
レ
シ
ピ
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
テ
ー
マ
　
南
丹
市
で
作
ら

れ
て
い
る
食
材
を
使
っ
た
簡
単
減

塩
レ
シ
ピ

●
対
象
　
南
丹
市
内
在
住
の
小
、

中
学
生

●
応
募
方
法
　
９
月
19
日（
金
）必

着
で
応
募
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
南
丹
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
賞
・
表
彰
　
応
募
者
全
員
に
参

加
賞
、
受
賞
者
に
賞
状
と
副
賞
を

贈
呈
し
ま
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

花
ノ
木
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
32
回
地
域
学
習
会

●
日
時
　
９
月
20
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時（
午
後
１

時
開
場
）

●
場
所
　
花
ノ
木
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

●
申
込
方
法
　
９
月
12
日（
金
）ま

で
に
花
ノ
木
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の「
公
開
講
座
」

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
花
ノ
木
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー　

地
域
支
援
部　
相
談
係

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
３
－
０
７
０
１

くわしくは
こちら



16広報なんたん7月号

お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
in
な
ん
た
ん
」

　　
外
国
人
留
学
生
の
方
と
、
日
本

の
伝
統
文
化
を
通
し
て
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
８
月
31
日（
日
）

午
前
11
時
～
午
後
４
時

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館　
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル

●
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
中

学
生
以
上
の
方

●
申
込
方
法
　
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
国
際
交
流
協
会（
火
～

金
午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

８
月
は
人
権
強
調
月
間
で
す
。

南
丹
市
で
は
人
権
強
調
月
間
に
人

権
講
演
会
や
街
頭
啓
発
な
ど
の
事

業
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
８
月
９
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館

●
内
容
　
時
代
と
と
も
に
変
わ
り

ゆ
く
部
落
差
別
の
な
か
を
生
き
る

女
性
た
ち

問
人
権
政
策
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
５

文
化
博
物
館
・
郷
土
資
料
館

夏
季
企
画
展「
戦
争
と
南
丹
市
」

●
日
時
　
７
月
19
日（
土
）
～
９

月
15
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

●
場
所
　
文
化
博
物
館
・
日
吉
町

郷
土
資
料
館

〈
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
〉

展
示
品
に
つ
い
て
学
芸
員
が
解
説

し
ま
す
。

●
日
時
　

・
７
月
26
日（
土
）

・
８
月
31
日（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
～
午
後
２
時

●
場
所
　
文
化
博
物
館　
展
示
室

〈
記
念
講
演
会「
戦
時
中
の
京
都
新

聞
は
何
を
伝
え
た
の
か
」〉

●
日
時
　
８
月
９
日（
土
）

●
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所
　
日
吉
町
郷
土
資
料
館

●
対
象
　
中
学
生
以
上

●
定
員
　
30
名（
先
着
申
込
順
）

問
南
丹
市
立
文
化
博
物
館

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
１

第
50
回
南
丹
市
園
部
町
文
化
祭　

一
般
参
加
者
募
集

　
●
会
場
　
園
部
文
化
会
館

●
対
象
　
南
丹
市
在
住
者
、
在

勤
、
在
学
の
個
人
お
よ
び
団
体

●
参
加
費
　
一
人
５
０
０
円（
高

校
生
以
下
は
無
料
）

●
申
込
方
法　
8
月
15
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
出
展
の
部
〉

ロ
ビ
ー
ま
た
は
廊
下
で
展
示
を
行

い
ま
す
。

●
会
期
　
10
月
22
日（
水
）
～
12

月
8
日（
月
）

〈
出
演
の
部
〉

　
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
程
　
11
月
１
日（
土
）・
２
日

（
日
）

問
園
部
町
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
２
０

「
美
山
町
文
化
の
つ
ど
い
」の
開
催

に
つ
い
て

　
地
域
の
方
と
一
緒
に
楽
し
む
文

化
の
つ
ど
い
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。（「
美
山
町
文
化
の
つ
ど

い
」は
、
美
山
町
文
化
祭
か
ら
名

称
変
更
し
ま
し
た
）

●
日
程
・
場
所

・
10
月
11
日（
土
）

旧
平
屋
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

・
11
月
１
日（
土
）

大
野
ふ
れ
あ
い
館
研
修
室

問
美
山
町
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
４
４

第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

in
京
都
丹
波
１
年
前
イ
ベ
ン
ト

〈
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
寄
せ
植
え
教
室
〉

●
日
時
　
９
月
17
日（
水
）

午
後
１
時
～
２
時

●
場
所
　
わ
ち
山
野
草
の
森

●
参
加
費
　
１
，
５
０
０
円

●
定
員
　
30
名（
先
着
順
）

●
募
集
期
限
　
９
月
10
日（
水
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
あ
な
た
の
想
い
花
言
伝
大
募
集
〉

　
「
フ
ェ
ア
を
き
っ
か
け
に
こ
ん

な
京
都
丹
波
に
な
っ
た
ら
い
い

な
」「
フ
ェ
ア
へ
の
期
待
」「
伝
え
た

い
京
都
丹
波
魅
力
」な
ど
、
み
な

さ
ん
の〝
想
い
〟を
、
記
載
し
た
紙

な
ど
を
持
っ
て
撮
影
し
て
く
だ
さ

い
。

　
撮
影
し
た
画
像
や
動
画
は
公
式

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

in
京
都
丹
波
実
行
委
員
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
１
－
８
３
０
１

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
の
募
集
に
つ
い
て

〈
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

　
色
彩
は
自
由
。
画
用
紙
の
四
ツ

切
ま
た
は
八
ツ
切
か
、
そ
れ
に
準

ず
る
大
き
さ
。
ポ
ス
タ
ー
で
使
用

す
る
啓
発
標
語
は
自
由
に
考
え
て

く
だ
さ
い
。

〈
啓
発
標
語
の
部
〉

　
概
ね
20
文
字
以
内

●
応
募
方
法
　
９
月
12
日（
金
）必

着
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
１
人
１
点
、
自
作
・
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

問
南
丹
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
２

農
林
セ
ン
タ
ー
の
施
設
公
開
を
し

ま
す

●
日
時
　
８
月
６
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
場
所
　
京
都
府
農
林
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
農
林
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法
　
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ

ーＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
２
－
６
４
９
４

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら
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No.95　南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/　

No.121

新
刊
紹
介

『
せ
い
ろ
蒸
し
』

著
者
／
し
ら
い
し
　
や
す
こ

発
行
／
成
美
堂
出
版

『
さ
あ
、
め
が
ね
を
か
け
よ
う
！
』

作
／
ヘ
レ
ナ
・
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ

絵
／
ア
ナ
・
コ
ー
ベ
ン

訳
／
越
智 

典
子

発
行
／
偕
成
社

 ～他にもこんな本が入っています～
一般書
・マウントを取らずにはいられない人　著者／片田　珠美
・幼稚園の先生が教える3歳からの「おうち遊び」　著者／なな
・鳥類学者の半分は、鳥類学ではできてない　著者／川上　和人
・夏をのりきるラクごはん77　著者／上田　淳子
・サトウさんの友達　著者／益田　ミリ
・だったらこれならどうですか　著者／ヨシタケ　シンスケ
・私、山小屋はじめます　著者／小宮山　花 
・桜待つ、あの本屋で　著者／浅倉　卓弥
・九十九藤　上・下（大活字本）　著者／西條　奈加
・老いはヤケクソ　著者／佐藤　愛子
・実際に介護した人は葬式では泣かない　著者／こかじ　さら　 
児童書
・うめぼしつくったよ
・みんなをつなぐアイヌの糸　写真・文／横塚　眞己人
・うたものがたり　文／いまむら　あしこ　絵／なかざわ　くみこ
・むかしむかし名探偵　作／杉山　亮　絵／中川　大輔
絵本
・やなせたかし物語　作・絵／やなせスタジオ
・きみはなんのつる?  　作／大野　八生
・どきどきかくれんぼ　文／竹下　文子　絵／鈴木　まもる
・グッスリホテルへようこそ  作・絵／あさくら　まや

日吉生涯学習センターの利用再開・利用申込について
●利用再開日　令和7年12月2日（火）から
●利用申込の受付開始日　令和7年9月1日（月）午前9時から一般利用の受付を開始します。
＜利用再開までの申込方法＞
●申込先　市役所日吉支所2階　社会教育課日吉担当窓口（定住促進サポートセンター隣）
●受付時間　平日の午前9時～午後5時（窓口または電話で受け付けます）
●予約可能期間　令和7年12月2日（火）～令和8年3月31日（火）まで

（以降の申込は利用再開後に受け付けます）
●注意事項　ＩＴ研修室・クラブミーティングルームは当面の間、利用停止となります。
日吉担当連絡先　電話 0771-68-0035　FAX 0771-63-2850

（※利用再開までは、電話0771-72-3300及びFAX0771-72-3311はつながりません）
＜日吉臨時図書室について＞
　市役所日吉支所内で現在開室中の日吉臨時図書室については、引越し作業のため10月31日（金）をもっ
て閉室し、12月２日（火）から日吉生涯学習センター内にて日吉図書室を利用再開します。
●注意事項　支所１階宿直室前の通用口に現在設置中の返却ポストは、12月2日まで常時設置します。
臨時図書室連絡先　電話0771-68-0036（開設日のみ、つながります。）
臨時図書室開室日：毎週水・金曜日、毎月第3日曜日の午前10時～午後4時

（水・金曜日　昼休み：午後0時30分～1時30分）
※センター敷地内は利用再開まで立ち入りできません。
※くわしくは市ホームページをご覧ください。

（日吉生涯学習センターについて）社会教育課　℡　 0771-68-0057
（図書室について）　　　　　　　中央図書館　℡　 0771-68-0080
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,268人（−42）
　（男：14,270人

（−8）
・女：14,998人

（−34）
）

●世帯数：14,293世帯（−7）
（令和7年7月1日現在）

（　）内は前月比

広報南丹

　
夕
立
と
入
道
雲
、
そ
し
て
冷
た

い
麦
茶
。
そ
ん
な
風
景
が
よ
く
似

合
う
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
夏
が

来
た
な
あ
と
感
じ
る
瞬
間
、
皆
さ

ん
に
は
あ
り
ま
す
か
？ 

　
今
号
で
は
、
地
域
で
活
躍
す
る

方
々
の
姿
を
中
心
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
、
そ
の
熱

量
が
少
し
で
も
届
い
て
い
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
暑
さ
も
本
格
化
し
ま

す
の
で
、
体
調
に
気
を
つ
け
つ

つ
、
夏
ら
し
い
日
々
を
満
喫
し
て

く
だ
さ
い
。

 

編
集
後
記

　

各
地
の
団
体
や
集
落
な
ど
で「
田
ん
ぼ
の
学
校
」が

開
か
れ
、「
田
植
え
体
験
」、「
お
イ
モ
の
学
校
」、「
虫

の
観
察
会
」な
ど
は
そ
ん
な
場
づ
く
り
の
例
で
あ
る
。

田
舎
の
人
口
は
減
少
し
、
み
ん
な
忙
し
く
て
村
の
維

持
も
難
し
い
の
に
そ
ん
な
こ
と
は
無
理
だ
ろ
う
。
し

か
し
年
に
１
度
で
い
い
、
10
人
程
度
の
参
加
者
で
い

い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
市
の
広
報
手
段
で
呼
び
か
け
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
や
離
れ
た
都
会
の
人
た
ち
に
ふ
る
さ

と
を
体
験
し
繋
が
り
を
継
続
で
き
れ
ば
、
交
流
が
発

展
し
、
農
村
を
支
え
る
力
に
な
る
。
市
内
で
は
い
く

つ
か
の
地
域
の
努
力
が
実
っ
て
い
る
。

　

戦
後
の
高
度
成
長
期
以
降
、
農
村
か
ら
都
市
へ
と

人
口
が
流
出
し
た
が
、
都
会
で
生
活
し
生
ま
れ
育
っ

た
孫
の
代
ま
で
は
田
舎
の
実
家
と
い
う
ふ
る
さ
と
を

持
っ
て
い
た
。
し
か
し
今
は
違
う
。
血
縁
で
繋
が
っ

た
ふ
る
さ
と
は
薄
れ
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
は
交
流
で

生
ま
れ
る「
ご
縁
」の
ふ
る
さ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
里
山
を
駆
け
回
り
、
生
き
物
と
の
出
会
い
に
驚
き
、

感
動
の
中
に
私
た
ち
は「
ふ
る
さ
と
」を
全
身
に
充
満

さ
せ
て
い
く
。
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
に
熱
中
す
る
こ
ど

も
た
ち
に
本
物
の「
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
」を
贈
り
た

い
。

南
丹
市
長　
西
村
良
平

　

水
田
を
覗
く
と
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
・
タ
ガ
メ
・
水
カ
マ

キ
リ
・
ヤ
ゴ
・
ア
メ
ン
ボ
・
タ
ニ
シ
・
オ
ケ
ラ
・
イ

モ
リ
…
な
ど
沢
山
の
生
き
物
で
い
っ
ぱ
い
。
里
は
生

き
物
の
宝
庫
。
し
か
し
農
薬
や
環
境
の
変
化
で
そ
の

種
類
や
数
は
ず
い
ぶ
ん
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ほ
場
整
備
で
水
路
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
な
り
淡
水

魚
も
激
減
し
た
。
初
夏
の
風
物
詩
ホ
タ
ル
の
飛
び
交

う
光
景
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た
が
、
特
定
の

エ
リ
ア
に
限
ら
れ
て
き
た
。
で
も
例
え
ば
美
山
豊
郷
、

日
吉
生
畑
や
胡
麻
、
八
木
山
室
の
廿
丁
用
水
路
な
ど

で
は
ま
だ
ま
だ
出
会
え
、
年
に
よ
っ
て
は
数
が
増
え

て
い
る
。
圧
巻
は
園
部
川
上
流
の
竹
井
の
ホ
タ
ル
。

多
い
時
に
は「
乱
舞
」と
言
え
る
ほ
ど
み
ご
と
。

　

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
南
丹
市
の
里
の
景
色
を
地
元

は
も
と
よ
り
も
っ
と
多
く
の
人
々
に
鑑
賞
し
て
も
ら

お
う
と
、
豊
郷
で
は
西
川
の
ホ
タ
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
川

沿
い
の
農
道
に
、
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
チ
ッ
プ
を
敷
き

詰
め
た
住
民
手
作
り
の
遊
歩
道「
洞
の
ホ
タ
ル
街
道
」

の
整
備
も
行
わ
れ
て
き
た
。

　

市
内
の
野
や
山
や
田
ん
ぼ
に
は
多
様
な
自
然
の
資

源
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
鎮
守
の
森
や
寺
社
・
仏
閣
、

そ
こ
に
ま
つ
わ
る
伝
統
行
事
な
ど
人
々
の
営
み
も
あ

る
。
そ
れ
ら
は
現
地
・
現
場
で
体
験
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
ふ
る
さ
と
を
実
感
で
き
る
。
都
市
と
農
村
の
交

流
が
地
域
を
活
気
づ
け
る
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
し

か
し
そ
の
実
現
に
は
小
さ
く
て
も
多
様
な
仕
掛
け
が

必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
体
験
の
場
づ
く
り
。

▲庭のアケビの花


